
薬 学 生 新 聞

　冒頭に一木龍彦会長があ
いさつに立ち、ＣＲＯの認
知度がアップしたこと、１
万1000人が働く業界とし
て確立したことを受け、こ
れまでの単なる受託産業か
ら脱皮して「自立したプレ
イヤー」を目指していく方
針を述べた。続いて、植松
尚理事長がＣＲＯ市場のグ
ローバル化、成長性、委託
するメリットなどを解説し
た上で、ＣＲＯは将来の患
者の利益になる仕事であ
り、社会貢献の１つである
ことを強調し、１人でも多
くの学生にＣＲＯを目指し
てもらうよう強く訴えた。
　また、ＪＣＲＯＡが正会
員、準会員に実施したアン
ケート調査結果（20社回
答）も報告された。新卒採
用人数は2011年４月入社

の312人に対して、12年４月入社は
382人と22.4％増え、さらに13年４
月入社予定では約470人と約23％の
アップが見込まれていることを紹介
し、業界として順調な採用人数の伸長
をアピールした。
　11年と12年の新卒社員の内訳を比

　日本ＣＲＯ協会（ＪＣＲＯＡ）は７月26日、大学
就職担当者を集めて３回目となる業界説明会を開催し
た。特に、今回は若手社員によるパネルディスカッシ
ョンを行い、ＣＲＯ業界に身を置くことになった経緯
や就職してからの実感、今後の目標など生の声を聞い
てもらったことが大きな特徴だ。先輩は、「礼儀、マ
ナーをしっかりと身に付けて」「ＣＲＯは人と人との
仕事なので、コミュニケーションスキルが一番大事」
など、就職活動を控えた後輩たちに役立つアドバイス
を大学就職関係者を通じて間接的に送った。会合から
ポイントをピックアップする。

ＣＲＯについて熱く語る４人の先輩

較してみると、
男女比は11年
が 男 性145人
（46.5 ％）： 女
性167人（53.5
％）であったのに対して、12年は148
人（38.7％）：234人（61.3％）と女
性の比率が上昇している。
　４年制・修士別では、11年に修士
233人（74.9％）：学部78人（25.1％）
であったが、12年には大きく様変わ
りして、修士190人（49.7％）：４年
制学部62人（16.2％）：６年制薬学部
130人（34.0％）となり、６年制薬学
部卒が１／３を占めた。アンケート結
果だけの計算上、６年制薬学部全卒業

者の約1.5％がＣＲＯに就職したこと
になる。
　一方、学部別採用社数を見ると、薬
学系は６年制薬学部14社、薬学研究
科・４年制薬学部11社と最も多いが、
理工学系14社、農学系12社、生命科
学系12社、医療衛生系５社のほか、
獣医、教育、人間科学、医学系研究科、
文系からも採用実績があり、多様な学
部から採用しているＣＲＯ業界の特徴
が分かる。

　入社４～５年の若手社員によるパネ
ルディスカッションでは、主要業務で
あるモニタリングとデータマネジメン
ト（ＤＭ）／情報解析から各２人ずつ
の４人が登壇して、日々の業務で感じ
ていることを語った。
　パネルでは、「自社製品だけを扱う
メーカーと異なっていろいろなメーカ
ー、領域の医薬品開発に携われる」と

ＣＲＯを選んだ理由や、「患者さんに
開発中の医薬品を早く届けられる」「Ｄ
ＭではＣＲＯのノウハウを提案でき
る」「依頼者とのパイプ役となって長
くうまくやっていくこと」など、仕事
をしている中でのやりがいが紹介され
た。
　また、「医療機関で医師に薬の説明
をする際に、大学で学んだ知識が役立

っている」「尊敬されるプロジェクト
リーダーになって人材育成に取り組み
たい」という実体験や将来の目標も語
られた。
　後輩学生への助言としては、「働き
始めてからも勉強、予習復習が大事」
「ＣＲＯは敷居は高くないので、興味
を持ったら説明会で生の声を聞いて」
「実際に働いている人と話すと職業に
ついてイメージしやすくなるので、積
極的に説明会に足を運んでほしい」「礼
儀やマナーを身に付けておくと、業務
へスムーズに入れる。特に言葉遣いに
は気を付けて」などとアドバイスした。
　大学関係者から必要な資質を問わ
れ、「人と情報を共有するモニターで
は、コミュニケーションスキルが一番
大事で、スケジュール管理や情報伝達
での正確性も大切」「ベストに近づけ
るためには反省、振り返ることも必要」
と答えていた。
　就職に際して抱いている疑問や不安
は、実際に働いている人から直接聞く
ことで解消することも多いので、ぜひ
諸先輩の生の声を聞いてはいかがか。
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“生の声”でＣＲＯを紹介
学生にいろいろな助言も

医薬品開発のパートナーから
　プレイヤーへ　日本ＣＲＯ協会
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